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創立６０周年を迎えて

奈良県土地改良事業団体連合会

会長 奥 野 信 亮

感謝の気持ちを

ここに

the 60th anniversary

会員の皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素より奈良県の農業振興、農業農村整備事業の促進に、ご尽力をいただいておりますこと

に敬意を表すると共に感謝を申し上げます。

本会は昭和4年に前進である奈良県耕地協会が発足、さらに奈良県土地改良協会を経て、

奈良県土地改良事業団体連合会が昭和35年6月27日に設立、そして今年で還暦を迎えること

となりました。この長い歴史を支えていただいた先輩諸氏に改めまして深い敬意を表する次第

であります。

我が国の農業について振り返ってみますと、昭和36年に農業基本法が制定、昭和42年には

米の完全自給を達成しました。高度経済成長時代には食料消費の高度化から米消費が減少、

昭和46年からは生産調整が本格化します。この頃になるとすでに農村の過疎化と都市の過密

が憂慮されるようになってきます。昭和60年代に入ると国際化が進展する中、国際規律への対

応が課題となり、平成5年にはウルグアイ・ラウンドの農業合意がなされました。平成11年には

農業基本法に代わり食料・農業・農村基本法が制定され、農村地域の振興という新たな理念

が提示されました。時代の変化に合わせ、我が国の農政・農業も変容を遂げてきました。

今年の３月に閣議決定された「食料・農業・農村基本計画」では人口減少時代の農業を見据え

て、生産基盤を強化するため、担い手の育成、法人化の推進、農地中間管理機構を通じた農

地の集積・集約化に加えて円滑な経営継承に向けたマッチング・支援のパッケージ化等が掲

げられています。また農村整備については、関係府省が連携して農泊・ジビエ・農福連携(農業

と福祉の融合)など所得と雇用機会を増大させること。地域コミュニティ機能の維持強化と、農

村の多面的機能の発揮促進に向けて、体制・人材づくりなどによる農村を支える活力の創出を

目指すことなどが謳われています。またデータやICTを活用し生産性を向上させるスマート農業

への取り組みについても述べられています。

奈良県においてもあらゆる英知を結集して、時代に即した農業の振興に取り組んでいかなく

てはなりません。これからも役職員一同、縁の下の力持ちとして努力を重ねて参りますので、

引き続きましてのご指導ご鞭撻を何卒、よろしくお願い申し上げます。

最後に、皆様方の益々のご活躍をお祈りし、ご挨拶とさせていただきます。
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六十周年を祝う

全国土地改良事業団体連合会

会長 二 階 俊 博

このたび、水土里ネット奈良（奈良県土地改良事業団体連合会）が創立六十周年を迎えられ

ましたことを心からお祝い申し上げます。

土地改良事業団体連合会は、昭和三十二年の土地改良法の改正において、全国及び都道

府県段階で、土地改良区、農業協同組合、市町村等の土地改良事業施行者の協同組織とし

て、その設置が制度化されました。以来連合会は、土地改良事業施行者への運営面及び技術

面にわたる支援、指導を行うほか、土地改良事業に関する情報の提供、調査及び研究等を行

い、土地改良事業の円滑な推進に資するという重要な役割を担うこととなったわけであります。

水土里ネット奈良におかれましては、昭和三十五年の設立以来、関係者は不断の努力を積

み重ねられ、今日の姿を築き上げて来られました。昭和四年に設立された前身の奈良県耕地

協会を通算しますと、九十年余の歴史を持つ伝統ある組織団体と言えます。

申しあげるまでもなく、農業は有史以来、我が国の経済の発展と国民生活の礎となり、また

農村は、食糧生産にとどまらず、緑豊かな自然環境を保全し、伝統的な文化を継承する日本

国民の心のふるさととして、極めて大切な役割を果たしてまいりました。日本農業の歩みはま

さに土地改良によってその道がひらかれ、この国土の上に刻まれた先人の方々の情熱と努力

の歴史そのものであります。

古代の都の繁栄を支えるため、古くから奈良では多くの耕地が開発されて来ました。稲作に

必要なかんがい用ため池が多数作られ、導水路・井堰等の水利施設の築造とともに条里制に

よる耕地割りが施工されました。古く古墳時代から展開されてきた歴史のある奈良県の土地改

良は、常に農業の下支えとして大切な役割を果たしてきたのであります。

また、近年では、京阪神大消費地への至近性を生かし、国営事業で開発された農地を中心

に、多種多様な農業が展開されています。都市化が一層進んでいる近畿地区にあって、奈良

県の農業が地域社会の発展に寄与している功績は誠に大きなものがあります。

そうした歴史の歩みとともに、貴水土里ネットは奈良県内の土地改良団体の中心母体として、

行政と一体となって事業地区の手厚いご指導をされ、水と土を通じた地域の発展に多大な貢

献を果たし、大きな成果をあげてこられました。改めて皆さまのこれまでのご労苦に対し、心か

ら敬意を表するところであります。

水土里ネット奈良は、本年で設立六十周年を迎えられました。この記念すべき六十周年が、

新たな奈良県の農業農村づくりのスタートになり、関係者一同がなお一層ご活躍されますとと

もに、水土里ネット奈良がますますご発展されることを心から祈念申し上げ、御祝いの言葉と

致します。
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感謝の気持ちを

ここに

the 60th anniversary

奈良県土地改良事業団体連合会創立６０周年を迎えて

奈良県知事 荒 井 正 吾

奈良県土地改良事業団体連合会が創立60周年を迎えられましたことに、心よりお慶び申し上
げます。

また、連合会会員の市町村はじめ土地改良区等関係団体の皆様におかれましては、奈良県
農業や農村の振興に寄与する活動をいただいておりますことに感謝申し上げます。

奈良県土地改良事業団体連合会におかれましては、昭和35年の創立以来、60年の長きにわ
たり、市町村、土地改良区等による農業農村の基盤整備、維持管理や地域活性化に向けた取
組を推進していただいていることに対し、厚くお礼申し上げます。

この間、土地改良事業により、大和平野への農業用水供給にはじまり、五條吉野の柿、大和
高原の茶、平群の小菊などに係る生産基盤の確保を行い奈良県の農業生産を牽引していた
だきました。

しかしながら近年、農業者の高齢化や離農される方が増え、耕作放棄地の発生が課題となっ
ております。耕作放棄地を解消するためには、優良な農地を意欲ある担い手や新規就農者に
貸し出し、利用集積を図っていかなければなりません。奈良県では、「特定農業振興ゾーン」を
設定し、市町村、地域の方々とともに、担い手に農地を集積し、農地を有効利用していただき、
高収益作物を導入する取り組みを行っております。

また、農地の有効利用を推進するためには、５年後、１０年後の農業のあり方を地域内で話し
合い、誰が農地を引き継ぐかなど、今後の方針を地域で合意形成していくことが極めて重要で
す。このため、地域毎の話し合いをもとに農地利用の将来像を明確に示す「人・農地プラン」の
作成を、各地域の農家の皆様に進めていただいているところです。

これらのプランの策定には、農地所有者や耕作者の情報をよく把握されている土地改良区関
係の皆様方に参画していただき、そのプランのもと将来の農村づくりに取り組みたいと考えて
おります。

私は、「地域の自立を図り、くらしやすい奈良を創る」ことを県政の目指すべき姿とし、直面す
る県政の諸課題に全力で取り組んでまいりました。その結果、県民の皆様のご理解、ご協力に
より「奈良は目に見えて良くなってきた」と言われることが多くなってまいりました。

この流れを止めず、「もっとよくなる奈良」を目指し、知恵と工夫を凝らして、県政各分野の戦
略を、積極果敢に実行してまいります。

結びに、奈良県土地改良事業団体連合会の今後ますますのご発展と会員の皆様方のご健
勝を祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。
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奈良県土連創立６０周年に寄せて

全国水土里ネット会長会議顧問

参議院議員 進 藤 金日子

奈良県土地改良事業団体連合会（奈良県土連）創立６０周年、誠におめでとうございます。役

職員、会員の皆様に心からお慶び申し上げます。

奈良県農業の特徴は、京阪神という大消費地への至近性を活かし、多品目少量生産である

ものの生産性の高い多様な農業が展開されていることです。大和平野地域では、米をベース

に野菜や花きといった収益性の高い施設園芸農業が盛んに行われています。大和高原地域

においては、国営事業で開発された農地を中心に夏期に比較的冷涼な気象条件を活かしたお

茶や高原野菜の生産が盛んであり、畜産や花き・植木栽培も行われています。五條・吉野地

域では、国営事業で開発された農地を中心に柿や梅などの果樹栽培が盛んであり、柿は全国

屈指の産地となっています。

こうした奈良の近代農業を支えているのが土地改良です。「大和豊年米食わず」、古来、大和

平野は少雨地帯であり大河川に恵まれず、農業用水の水源のほとんどをため池に頼っており、

約３００年にわたる悲願であった「吉野川分水」により、ようやく安定的な水源を確保できたこと

は、あまりにも有名です。また、大和高原地域や五条・吉野地域は国営農地開発事業により、

優良農地とともに安定的な水源が確保されました。まさに気象条件や地形条件の不利性を近

代農業土木技術で克服してきた訳ですが、その道程がそのまま前身の奈良県耕地協会（１９２

９年（昭和４年）創立）も含めた奈良県土連の歴史と言っても過言ではないと思います。

他方、奈良県においては、農業の担い手不足と高齢化の進展等に伴い耕作放棄地が増加し

ています。耕作放棄地面積の約半分は都市的農業地域で発生していますが、近年は中山間

農業地域での耕作放棄が増加している状況です。今後の奈良の農業の課題は、都市的土地

利用との調和を図りつつ農地の有効活用を進め、これまで培ってきた高い技術を生かした高

生産性、高付加価値型農業の更なる展開を図ることだと思います。

このためには、遅れているほ場整備を積極的に推進し、非農用地創出や換地等の手段を駆

使した大胆な土地利用調整を行いつつ、村づくりと高生産性、高付加価値型農業の展開を一

体的に実現していくことが重要であると考えます。

こうした課題解決を中心的に担うことができるのが奈良県土連だと思います。同時に奈良県

土連は、これまで造成してきた農業水利施設の維持管理や老朽化に伴う適切なストックマネジ

メントの実施といった課題にも対処していかなければなりません。加えて、新型コロナウイルス

感染症後の経済社会の変容や気候変動に伴う激甚災害の頻発化にも対処していかなければ

なりません。まさに課題山積ですが、創立６０周年を迎えた奈良県土連の果たす役割が益々

大きくなっています。国、県と緊密に連携しながら、役職員、会員の皆様の叡智を結集すること

により、奈良型の農業・農村の振興が図られることを切にご期待上げる次第です。

これまでの奈良の土地改良を支えてこられた多くの先人に敬意を表するとともに、奈良県土

連の益々のご発展と役職員、会員の皆様のご健勝を祈念申し上げます。
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感謝の気持ちを

ここに

the 60th anniversary

奈良県土地改良事業団体連合会創立６０周年に寄せて

全国水土里ネット会長会議顧問

参議院議員 宮 崎 雅 夫

「コロナによるマイナスをプラスに！」

奈良県土地改良事業団体連合会の皆様には、この度、創立60周年を迎えられましたこと心

からお喜び申し上げます。また日頃より格段のご支援を賜り心より感謝申し上げます。

さて、お陰様をもちまして昨年７月に参議院議員として活動を始めてから１年が経過し、この

間、２度の臨時国会と通常国会で、計１０回の質問の機会を得て、土地改良の推進はもとより、

昨今頻発する自然災害からの早期復旧や新型コロナウイルス対策などに関し多くの発言をさ

せていただくなど「土地改良は日本の礎」をモットーに粉骨砕身努めております。

また、先の第２０１回通常国会では、昨年、農業用ため池の管理体制整備を目的に制定され

た「農業用ため池の管理及び保全に関する法律」に続き、その具体的な防災工事等を推進す

るための議員立法である「防災重点農業用ため池に係る防災工事等の推進に関する特別措

置法」を進藤金日子議員と共に主体的に取り組んで成立させることができました。この法律に

より、防災重点ため池の集中的かつ計画的な防災工事等の推進を図っていただきたいと考え

ています。

さらに、未だ収束の見えない新型コロナウイルス感染症は、農林水産業をはじめ各方面に大

きな影響を及ぼしており、また、日常においても新しい生活様式に基づく感染防止への対応が

求められています。こうした新型コロナウイルスに伴う社会の変化を踏まえ、マイナスをプラス

に変えていくことが必要と考えており、東京一極集中から地方回帰といった価値観の変化や、

多くの食料を海外に依存している我が国にとって、食料自給力向上の必要性が再認識され、

それを支える土地改良の役割は益々大きくなっているといえます。さらに土地改良は、農村地

域の公共事業として地域経済を下支えする役割もあり、地方経済回復の役割も期待されます。

これからも様々な課題について、皆様からご意見をお伺いしつつ、進藤金日子参議院議員と

ともに農業農村振興のため一所懸命努力してまいりますので、引き続きよろしくお願いします。

結びに、奈良県土地改良事業団体連合会のますますのご発展と皆様お一人おひとりのご健

勝とご多幸をお祈り申し上げます。
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奈良県土地改良事業団体連合会

創立６０周年記念式典

奥野信亮 会長 挨拶

荒井正吾 奈良県知事 祝辞

全国水土里ネット会長会議顧問

進藤金日子 参議院議員 祝辞

大坪正人 近畿農政局長 祝辞

令和２年６月２２日（月）、THE KASHIHARA（橿原ロイヤルホテル） ロイヤル

ホール大和において、奈良県土地改良事業団体連合会創立６０周年記念式

典が開催されました。

～ 主催者挨拶 ～

奥野信亮 会長

皆様のお陰で６０周年を迎えることができ、心から感謝申しあげます。今後土連

の活躍する領域をさらに広げるように努めながら、皆様と共に農業や生活に繋

がるような仕事をしていきたいので、ぜひこれからも皆様のご協力をお願い申し

上げます。また、農業振興会館の表彰は、

地域農業をけん引し農業振興に貢献した

農業者、団体を毎年表彰させて頂いており、

本来は３月に表彰式を予定しておりましたがコロナのため延期し、本日の６０周年と

合わせて行うこととしました。皆様と共に功績者を讃え、喜びを分かち合いたいです。

～ 来賓挨拶 ～

奈良県 荒井正吾 知事

６０周年をお祝い申し上げます。都市計画区域には農村、農地も入っているので農

地を含めた土地利用計画をどの様にするのかがこれからの課題であります。農工

商の全体を含めた土地利用計画ができないものかと考えています。土地改良区の

皆様にも、農業とまちづくりを踏まえた土地利用計画の一端を担って頂きたいです。

全国水土里ネット会長会議顧問 進藤金日子 参議院議員

６０周年をお祝い申し上げます。雨の少ない奈良県では吉野川から分水される前までは、ため池が支えていました。

昨年ため池管理保全法が制定され、防災重点ため池が非常に数多くなってき

ていて、各地方公共団体から財政的な問題、マンパワーの問題で課題が多い

という声を受けて、今年は議員立法でため池の特別措置法を制定することが

できました。県の組織も、食と農の振興部に再編され、このコロナの中で、食

の重要性と食に繋がる農業振興が見直されています。土地改良、土地と水を

支える事業が農を支え、食を支え、地域を支える。次の６０周年に向かって

奈良の土地改良が新たなステップを踏まれて発展して行かれることをお祈り

します。

近畿農政局 大坪正人 局長

６０周年をお祝い申し上げます。コロナと共存の新しい生活様式の中で、食糧供

給と農産物生産の影響調査を踏まえ、農業

者への支援の取組を行っていきたいと思っております。大和平野は水不足で、ため

池の活用がされてきましたが、根本的な解決にはほど遠く、奈良県には３００年前か

ら吉野川分水計画を進めてきた技術者がいて熱意のある地域でした。江戸時代か

らの悲願が、戦後の十津川紀の川総合開発プルニエ協定により実現することになり

ました。現在では大和平野１万ヘクタールを潤す水利施設が存在することが当たり

前になっており、その効果や意義を意識する機会が少しずつ薄れてきていましたが、

分水の歴史展示館により、その効果意義がわかりやすくしっかりと伝わりました。

もしこれらの農業施設がなければ、どうなっているのか、またそれらを管理する土地

改良区がなければ、関係者の方々がいなければ地域は一体どうなるのか、今一度

６０周年という機会に振り返ってみることが重要であると思います。
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司会

都築 由美

アナウンサー

会 場

新型コロナウイルス

感染症拡大防止の

観点からマスクの着

用や会場内の換気、

座席の間隔を開ける

など、奈良県対処方

針による対応で行わ

れました。

感謝の気持ちを

ここに

the 60th anniversary

～ 来賓紹介 ～

ご祝辞を頂戴した３名の方々の他、奈良県農業協同組合 経営管理委員会 中出篤伸 会

長、奈良県農業会議 増井勲 会長、近畿農政局 前田 農村振興部長、谷口 地方参事官、

奥山 南近畿土地改良調査管理事務所長、奈良県食と農の振興部 杉山部長 、岡野次長、

大峯次長、原次長はじめ、食と農の振興部の各課長、農林振興事務所長、近畿各府県

水土里ネットの皆様にご臨席を賜り、また多くの会員の中からは、１１人の市町村長様に

お越しいただきました。大変お忙しい中、多くの皆様に出席を賜りありがとうございました。

～ 祝電紹介 ～

全国土地改良事業団体連合会 二階俊博 会長、全国水土里ネット会長会議顧問 宮崎

雅夫 参議院議員 からの祝電を披露しました。その外、兵庫県土地改良事業団体連合会

西村康稔 会長、奈良県農業協同組合 代表理事 田中稔之 理事長はじめ多くの方々から

祝電を頂戴しました。どうもありがとうございました。
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②

②
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　平成５年「上深川営農組合」結成（地元上深川農家４２名で構成）。 県下
でいち早く集落営農をスタートし、高齢化や後継者不足などで耕作が困難
となる農地の作業受託を行い、耕作放棄地発生の防止、担い手不足の解
消を図る。さらに、地元上深川、都祁地域をはじめ天理市や桜井市の農地
４０数ｈａを作業受託し農地の荒廃防止に大きく貢献している。

縄田　多賀司　　　様

萩原　茂　　様

有限会社　上深川営農　　様

　お父さんと一緒にほうれん草作りをすると言われた息子さんの言葉
がきっかけとなり（この時は、不安もありながらとっても嬉しく思われた
んだろうぁと少しウルウル）、人を雇うことやそこから外国人労働者の
方々との仕事を通じて価値観の違いなど様々な苦労をされたことが伺
われました。賞味期限切れた人ばかりと表現しながらも、そのパワー
は、まだまだ健在で、後継者の方達の指導に益々ご尽力されるんだろ
うなぁと感じました。

　時代の先陣をきって、集落営農、法人化と進めてこられ、金銭的なこと、
人をまとめること、高齢化などによる後継者問題、様々な壁が目の前に
あったこと。そのような中、無借金経営をされていると胸を張って話される
姿は、苦労を越えて来られた方ならではの自信に満ちあふれているように
思えました。今後も高齢化を支え、若い人たちも安心して営農を手がけて
いける地域に根付いた作物作りをされて行かれるだろう決意が強く感じら
れました。

香芝市

曽爾村

奈良市

①

地域の農業の振興、地域資源の活用、農地有効への貢献が顕著なもの

①

　奈良県内で誰もが成し遂げなかったマイタケ生産に取り組みクヌギ・ナラ
などの自然木のおがくずを菌床とし、栽培研究を重ね芳醇で美味しいマイ
タケ生産に成功し、「大和マイタケ」のブランドを確立

　「大和マイタケ」は、香芝市内の給食に提供されている他、西名阪香芝
SAで地産地消メニﾕーとして調理されており、 香芝市特産品「KASHIBA
＋」(香芝市独自のブランド）に認定されている。また、通販サイト「オイシッ
クス」を通じてインターネット販売に取り組み非常に芳醇な風味から「アロ
マイタケ」として好評を博し流通量が増加。奈良県のマイタケの総出荷量１
６ｔの内約１２％にあたる２ｔを出荷している。

生産又は加工品のブランド化への努力と発展性に期待できるもの
　葉がならない、軸の部分ばかりのような団子のようなマイタケ、そし
て、鹿の角のような、葉っぱが出来ても大きな葉っぱが一枚だけのマイ
タケ。失敗、失敗のマイタケ栽培の中、インターネット販売を手がける学
生さんとの出会い、『不揃いな野菜達』、『アロマイタケ』というネーミン
グセンス！(マスクの下で、クスッと笑ってしまいました。)市役所の方々
や様々なご縁が逆境を乗り越える力となり、現在の凜としたお姿がある
のだと思いました。

③

③

③

　施設栽培によるほうれん草を中心とした軟弱野菜の1年５回収穫の周
年生産体系の確立
　後継者を育成した他、新規参入支援研修生や地域おこし協力隊農業
研修生はじめ、外国人農業研修生を受け入れるなど、担い手の育成に
尽力している。
農業の先端技術を実用化し、その普及に尽力したもの
環境に配慮した農業の推進、貢献が顕著なもの

①

②

　曽爾村ほうれん草部会長として曽爾村産ほうれん草のブランド化に尽力
し「大和寒熟ほうれん草」の産地を確立

公益財団法人 農業振興会館

令和元年度 農業振興功績者表彰式

①取組内容

②表彰理由

③挨拶を伺って
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回 回

25

27

28

農事組合法人五条園芸 

高取町ﾎｳﾚﾝ草ｸﾞﾙ-ﾌﾟ  

平成13

鈴　木　　　 捷

中　山　容　子

山　本　公　夫

12

明  崎  勝  治

大  蔵  孝  允

11

6

井　上　源　一

久保田　正　剛

13 平成14

藤　熊　文　隆
大柳生土地改良区
黒滝蒟蒻よもぎの里

西　本　泰　雄

岡　本　信　一

9

葛城北土地改良区 

八田農業実行組合

農事組合法人 當麻の家

西和土地改良区

明日香みのり会

10

8

9

平成9

西　田　雅　巳

西　岡　友　秋

刀　根　淑　民

吉　川　公　彦

廣　長　英　治

平成12

杉  田  節  子

御杖ほうれん草部会

天理市生活改善ｸﾞﾙｰﾌﾟ

田原土地改良区

葛城西土地改良区

南檜垣営農組合

アグリ大泉

14 平成15

下　村　雅　清18 平成19

19 平成20

田　仲　清　高

出　口　清　一

森岡祥章・安佐子

22 平成23
井久保　孝　一

久保田　清　隆

20 平成21 竹　上　一　清

―

団体

―

笠土地利用組合 

―

年度 個人

石　井　　　 勲

岩　本　吉　雄

稲葉車瀬梨部会

団体

新町土地改良区

JA西吉野柿部会

和爾土地改良区

阿騎野新鮮野菜直売所

手作りハムのばあく

西和花卉部会

―

―

     ＪＡ大和新庄花卉
     出荷組合

鴨神土地改良区 

個人

川　本　正　彦

東久保  耕 也

井野谷　高　子
2

3

平成2

平成3
吉　田　忠　直

1

福　井　繁　満

平成4

相　和　光　郎

太　津　隆　司

中　筋　　　 弘

平成5

太　田　徳　昭

寺　田　清　男4

松　本　喜　孝

森　田　禎　一

柳　川　幸　司

中　村　光　晴

飯　田　喜代視

7

吉　村　隆　明

5 平成6

平成11

平成10

廣　井　洋　司

乾　　　 義　和

坂　本　光　夫

西　岡　　　 巌

平成7

岡 本 小夜子

多　田　　　護

中　井　喜代文

平成8

坂　田　久　典

17 平成18
永　座　康　全

16 平成17

西　室　勝　一

小　林　文　一

黒　瀬　礼　子

高　岡　昭　士

窪　田　京　子
15 平成16

東口義巳・佳子

年度

21 平成22
前　田　 　　宏

桝　井　紀　彦

信貴山のどか村

山陰土地改良区

26 平成27 竹　田　芳　弘

吉　川　宗　隆

23 平成24
山　本　　　茂

上　辻　八　江

24 平成25 中　津　甚之丞
香芝味噌部会

―

大畑営農組合

平成28 藤　本　俊　彦

平成29 吉　本　利　郎

平成26 大　倉　康　至

吉　田　義　一

えいのうキトラ

上深川営農
縄　田　多賀司

30 令和元年
萩　原　　　　茂

萩　原　　　健
29 平成30

清　水　益　成

奈良県土地改良事業団体連合会 創立６０周年記念式典に引き続いて、公益財団法人 農業振興会館 令和元年度
農業振興功績者表彰式が行われました。この顕彰は、毎年、奈良県内の農業技術の開発、研究、その啓発普及 並
びに活力ある農村の建設に尽力し、その功績が大きいと認められた方々にお贈りしているものです。表彰式は当初、
令和２年３月２３日に予定しておりましたが、コロナの為延期しておりました。令和元年度は、３０回目を迎え個人２名、
団体１名が受賞されました。
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令和２年度　近畿水土里ネット連合協議会　総会　開催

10

会場の様子

近畿水土里ネット連合協議会

当番県 水土里ネット奈良 会長

奥野信亮 挨拶

前田健次
近畿農政局 農村振興部長

祝辞

杉山 孝
奈良県 食と農の振興部長

祝辞

全国水土里ネット会長会議顧問
進藤金日子 参議院議員

情勢報告

令和２年６月２２日（月）１０：００～、THE KASHIHARA（橿原ロイヤルホテル） 藤原の間において、令和２年度

近畿水土里ネット連合協議会総会が開催されました。

奥野議長の下、議案が審議され、原案どおりに承認を得ました。また、近畿農政局 前田健次 農村振興部長及び、

全国水土里ネット会長会議顧問 進藤金日子 参議院議員との意見交換と質疑応答が行われました。

議 事

第１号議案 令和元年度事業実施報告及び
収支決算について

第２号議案 令和２年度事業計画及び
収支予算（案）について

第３号議案 国への政策提案について

近畿水土里ネット連合協議会とは・・・

近畿６府県の土地改良事業団体連合会の相互連絡、事業の

普及および発展に寄与することを目的とする。

１．関係官公庁および関係諸団体との連絡

２．土地改良事業推進団体との協力

３．土地改良事業の啓蒙、普及

の事業を行う。近畿６府県の土地改良事業団体連合会を会員とし

て組織する。本年度、奈良県が当番県を担っている。
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令和元年度　奈良県土地改良区連絡協議会　通常総会　開催

11

令和２年６月２２日（月）１４：３０～、THE KASHIHARA（橿原ロイヤルホテル） ロイヤルホール大和において、

奈良県土地改良区連絡協議会 通常総会が開催されました。

議 事

第１号議案 令和元年度事業報告及び決算報告について

第２号議案 令和２年度事業計画及び予算（案）について

第３号議案 規約の改正について

第４号議案 役員の改選について

・令和３年度国への政策提案要望について

奈良県土地改良区連絡協議会 顧問

奈良県土地改良事業団体連合会 会長

奥野信亮 挨拶

奈良県土地改良区連絡協議会 会長
中筋 弘 西和土地改良区理事長 挨拶

全国水土里ネット会長会議顧問
進藤金日子 参議院議員 挨拶

令和３年度国への政策提案要望について説明をする

奈良県土地改良事業団体連合会 菅谷義寛 常務理事

協議会会長、中筋西和土地改良区理事長より開会の挨拶、土

地改良区連絡協議会 顧問の奈良県土地改良事業団体連合会

奥野信亮 会長、全国水土里ネット会長会議顧問 進藤金日子 参

議院議員の挨拶に続き、中筋会長議事進行の下、議案が審議され、

原案どおりに承認を得ました。進藤議員より国の予算のお話があり、

質疑応答では、複式簿記の導入や国の補助についてなど丁寧にご

回答下さいました。

熱心に耳を傾ける会員の方々

奈良県土地改良区連絡協議会とは・・・

健全な農業農村の維持発展を図ること及び農業農村の持つ多面

的機能の発揮を図るためには、農業農村に係る農業政策（産業政

策と地域政策）の基盤（根幹）である土地改良事業及び農村整備の

推進が必要不可欠である。このためには、県内の土地改良区の総

力を結集し、研修会、情報交換等の実施と市町村・農業関係者と連

携を図ることにより、農業の発展に寄与することを目的とし、以下の

事業を行う。

（１）本会の趣旨に基づく事業

（２）土地改良区間の情報交換・研修

（３）土地改良区運営に係る共通課題への対応

（４）優良土地改良区の紹介

（５）国・県・市町村・他の農業団体との連携・情報交換

（６）その他、本会の目的を達成するために必要な事業

会員については、本会の目的に賛同する県内土地改良区等をもっ

て組織する。
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会長挨拶
来賓祝辞 　奈良県　農村振興課長 長谷川憲生
議長選任 　大和郡山市　市長 上田 清

　曽爾村　村長 芝田 秀数
福田 武二郎

監査報告 　御所市　市長 東川 裕　

議事録署名人選任
　いかるが溜池土地改良区　理事長

奥野　信亮
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奈良県土地改良事業団体連合会　理事会　開催

議　事

奈良県の農業・農村の振興に関する提案書

１．産地の競争力強化のための水利施設の整備や更新、長寿命化対策に

かかる支援と必要な予算の確保をお願いしたい

２．農地集積、高収益作物導入に向けた基盤整備をはじめ、地域の実情に

応じた整備への支援と必要な予算の確保をお願いしたい

３．老朽化したため池の整備や耐震対策、ハザードマップ整備のため、

農地防災・減災、国土強靱化緊急対策について、十分な予算を確保

するとともに、令和３年度以降の定額助成制度の延長ならびに防災・

減災・国土強靱化緊急対策事業債の延長と枠の拡大をお願いしたい

４．効率的かつ適切な土地改良施設の保全・管理体制強化を図るため、

（１）ため池管理にかかる研修、パトロール、監視等に対する支援と予算の確保をお願いしたい

（２）土地改良施設の診断・指導を行う土地改良区体制強化事業の充実と予算の増額をお願いしたい

（３）複式簿記会計の導入など、改正土地改良法の適切な運用を図るため、土地改良区運営基盤強

化の対策と支援の強化をお願いしたい

（４）土地改良施設の効率的管理や農地集約等の推進に必要な水土里情報のデータや機器の一層

の充実に向けて支援の強化をお願いしたい

（５）気候変動による豪雨災害の頻発化・激甚化、農業用ダムの洪水調節機能の強化、農業構造や

営農形態の変化等に適切に対応できるよう、農業水利施設の維持管理に関する支援の強化を

お願いしたい

５．農地や水路・農道等、農村の資源を良好に保全し、多面的機能の発揮を継続するため、中山間地

域等直接支払交付金や多面的機能支払交付金及び推進交付金の充実と必要な予算の確保をお

願いしたい

６．新型コロナ感染症の第二波、第三波の感染拡大やポストコロナを見据え、自宅等から施設を

管理運用できる施設整備、役員会議をはじめ業務のテレワーク化に必要な機器導入、

農家所得の減少に呼応して土地改良区が行う賦課金の減免措置等に対し支援を

お願いしたい

令和２年７月１３日（月）、大和平野土地改良区３階 役員室において、奈良県土地改良事業団体連合会

理事会が開催されました。

上田議長の下、議案が審議され、原案どおりに承認を得ました。

その他として奈良県土地改良事業団体連合会の令和３年度国への政策提案要望が説明され承認されました。



奈良の土地改良　NO.67

13

公益財団法人　農業振興会館　令和２年度　理事会　開催

令和２年６月８日（月）、大和平野土地改良区 ３階

会議室において、公益財団法人 農業振興会館

令和２年度 理事会が開催されました。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

奥野理事長は、テレビ会議システムを用いての参加

となりました。

実際に顔を合わせる会議と遜色のないレベルで

コミュニケーションを行うことができ、違う空間に

いることを感じさせない会議となりました。

奥野信亮 理事長 挨拶

議 事

第１号議案 令和元年度事業報告について

第２号議案 令和元年度会計収支決算書、
貸借対照表及び財産目録について

事務局より

東川裕 御所市長に

４期目当選の花束が

贈呈されました。
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（水土里ネット奈良のある）

大和平野土地改良区１階に

吉野川分水歴史展示館
が オープン しております。

◇所在地／奈良県橿原市城殿町４５９番地 １階

◇入場料／無料

◇駐車場／あり

◇開館時間／９：００～１６：００

◇休館日／年中無休 ※土日祝は要予約

◇大和平野土地改良区 ℡０７４４－２２－２０５２

吉野川分水歴史展示館ご利用案内
私は、吉野川分水の水路MAPが好き❣

『現在地。大和平野土地改良区は、

飛鳥２号工区の桜川線。

敷地内には第１号分水工があって

私の家は、ここで～

近くに初瀬川工区第１号幹線

川西支線があるねんなぁ＾＾』

円筒の形をした分水工。

形の美しさもさることながら

環境にも配慮して、周辺には

防音壁が張り巡らされている

図面を見た事を思い出しました。

ドローン撮影を使ったモニター映像と

奈良県の立体模型へのプロジェク

ションマッピングは、大和平野の

気候や特色、吉野川分水の歴史など、

視覚と聴覚とで感じることのできる

コーナーになっています。

こんな感じ

西口がご案内

いたします。
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　９月下旬 奈良県多面的機能支払推進協議会通常総会 大和平野土地改良区

１０月上旬 奈良県農業農村整備事業推進協議会幹事会 大和平野土地改良区

１０月中旬 奈良県農業農村整備事業推進協議会総会 大和平野土地改良区

１１月上旬 近畿水土里ネット連合協議会職員研修会 県内

１１月中旬 奈良県土地改良事業団体連合会　理事会・監事会 大和平野土地改良区

土地改良区役職員研修会 橿原市

令和３年度国予算にかかる政策提案 東京都

１２月上旬 公益財団法人農業振興会館「第２８回美アップ農村・レディセミナー」 奈良市

今後の行事予定
開催日 会議・行事名 開催予定地

ホームページをリニューアルOPENしました。

※　今後の新型コロナウイルス対策の状況を踏まえ、変更する場合があります。

第４３回全国土地改良大会（群馬大会）の開催延期について

15

本年１０月に群馬県での開催を予定しておりました、第４３回全国土地改良大会（群馬大会）につき

ましては、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、１年延期することが決まりました。

WEBデザインを採用し、スマートフォン、タブレットでも

見やすい画面になりました。

【トップページにお知らせ欄が登場】

「お知らせ」では、水土里ネット奈良の新着情報を掲載します。

【「土地改良だより」を追加】

水土里ネット奈良の足跡を記録した広報誌、『奈良の土地改良』を

ご覧になれます。

今後も水土里ネット奈良のホームページが皆さまにとって分かりや

すく、利用しやすいツールとなるように努めて参ります。

延期後の開催日（予定）

第４４回大会は令和４年度に沖縄県において開催されます。

令和３年１０月６日（水）～８日（金）

携帯電話のQRコード読み取り機能を利用して、アクセスすることができます。

QRコードが利用できない場合は、アドレス（http://www.naradoren.or.jp）を

直接入力してください

http://www.naradoren.or.jp
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「静寂の詩」

龍王ケ淵（奈良県宇陀市）／野田 徹

「初夏のメルヘン」あやめ池（奈良県奈良市）／加藤 亮三

「見守る止水栓」 十市池（奈良県橿原市)／永井 茂廣

ため池の存在と大切さをより多くの方々に知っていただくため実施されている、令和元年度で2１回目となる
「ため池のある風景」写真コンテストで、このたび全国から寄せられた作品825点のなかから、最優秀賞1点、
優秀賞2点、全国水土里ネット会長賞1点、特別賞30点が選定されました。

主催：全国ため池等整備事業推進協議会

協賛：全国水土里ネット、都道府県水土里ネット

※詳細や他の入選作品については、

全国水土里ネットホームページに

発表されています。

ため池に対する理解が

ますます深まっていくことを

願って
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応募資格
小学生以下

サイズ 皆様の心にある、奈良県の農業用水路（疏水）が
四つ切り画用紙サイズ（３８ｃｍ×５４ｃｍ）以上、 織りなす四季折々の景観や生活の様子などの
９０ｃｍ×１９０ｃｍまでとし、厚みは３ｃｍ以内 「疏水のある風景」を奮ってご応募ください。

作品テーマ・内容・画材 テーマ
「新発見！ぼくのわたしのふるさと自慢」にまつわ 農業用水など農業水利施設を含む農村の景観や
る題材で自由に描いてください。 施設とともに生きる人々、生活の様子、疏水を
「田んぼ」「ため池」「農業用水路」などの風景 活用した地域づくりなど。ただし、作品に疏水が
や、農作業風景など画材は自由。 写っていることが条件

応募方法 サイズ
応募用紙に必要事項を記入の上、作品の裏右 四つ切りまたはワイド四つ切り
下に貼付。
奈良県土地改良事業団体連合会まで郵送 応募方法

平成３１年１月以降に撮影した未発表作品に限る。
応募〆切 所定の応募票を作品の裏に必ず添付。
令和２年９月１１日（金）必着

応募〆切
賞 令和３年１月８日（金）　当日消印有効
入賞24点、入選129点（全国選考）、
地域団体賞45点（地域別選考）2019年度実績 発表

令和３年２月　全国水土里ネットホームページ
発表 にて発表
１０月中旬以降に本人または代表者にお知らせ

問合せ・応募先
授賞式 　 TEL：０３－３２３４－５４８０
入賞者を招待 〒102-0093 東京都千代田区平河町２－７－４
日時：令和２年１２月５日（土） 砂防会館別館　４階

 ※ 新型コロナウイルスの影響により予定が変更になる 全国水土里ネット内
場合がございます。 「疏水のある風景」写真コンテスト係

場所：東京都美術館

受賞作品展示
日時：令和２年１２月４日（金）～１２月１１日（金）

※７日（月）は休館日
場所：東京都美術館  １階第二展示室

「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展２０２０ 「疏水のある風景」写真コンテスト２０２０
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奈良県土地改良事業団体連合会

（水土里ネット奈良）

〒634-0033

奈良県橿原市城殿町４５９番地

大和平野土地改良区４階

TEL：0744-29-1310

FAX：0744-29-1312

http://www.naradoren.or.jp

● 編 集 後 記 ●

🌢 吉野川分水 🌢
確か小学校の三年生の頃に習ったような遠い記憶・・・

だったのがその事業に約６年携わりました。

大和紀伊平野農業水利事業

年月と共に老朽化する施設の改修整備を行う事業、それらを支える人達。

そういう人達がいるんだなぁと仕事内容を知れば知るほど感慨深く。

自分自身もほんの少しでも関われて、無事完工できたことを嬉しく思っております。

『吉野川分水歴史展示館』を通じて、少しでも後世に受け継がれればいいなぁと思います。

（西口）

コロナ対策
私達の
取り組み

手洗い、消毒、
マスクの着用、

検温の徹底

ご協力を

お願い

いたします

アクリル板

（パーテーション）

による飛沫感
染予防の実施

http://www.naradoren.or.jp

